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生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください

『Present』7月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。

JAIFA はこれからも、
全国の被災地支援に
取り組んでいきます。

もっ
と元気よく

日本を
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初のウェブ開催
レポート
 2021 JAIFA年次大会 ㏌ 広島
Willpower　　　　　　　　　　　
～意志あるところに道は開ける～　
どんときんさい広島　　　　　　  
第51回  定時総会報告
コロナ禍で収入が減った場合に
保険料が免除される制度がある！？
第52回  社会保険Ｑ＆Ａ
所得によって免除される
国民年金保険料（前編）

Oppor tuni t y ～次を見据えよう～



毎月月初にコンテンツ・毎週月曜日に「セールスに
役立つ記事」が追加更新されていきます。

ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

毎月月初にコンテンツが  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �

7 月追加予定：【個人への提案】保険税務の
考え方（個人編）

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
7 月追加予定：法人 No.06 介護保険の
自己負担額についてご存じですか？

● �“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
7 月追加予定：【法人】事業承継資金

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を学べるツールです。
学習できる主な項目
● 相続の基礎
● 法人の基礎
● 法人への提案
● 個人への提案

※注意
「JAIFA 学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

生保セールスに  
役立つ記事
保険・金融業界や税
務、社会保障制度な
どについての旬な情
報を、税理士や社会
保 険 労 務 士 な ど の
士業や FP、各界の
ジャーナリストなど
専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月
曜日に掲載します。

あなたの会費で
制作しております

過去の記事もこちらから見られます。
● お客様訪問時の話題に
● ニーズを訴求する時に
● 朝礼のネタに

注目の記事

11月２日から特別公開！
公的保険アドバイザー協会

「公的保険入門セミナー」
動画を特別公開！ !



白水性一 昭20・29・38・47・56
平2・11

黒土性二 昭19・28・37・46・55
平元・10 碧木性三 昭18・27・36・45・54・63

平9

緑木性四 昭17・26・35・44・53・62
平8 黄土性五 昭16・25・34・43・52・61

平7

白金性六 昭15・24・33・42・51・60
平6 赤金性七 昭14・23・32・41・50・59

平5

白土性八 昭13・22・31・40・49・58
平4・13 紫火性九 昭12・21・30・39・48・57

平3・12

開運
マダム晶子の九性気学で

今日から

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれ
たときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ
年ごとにより違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影
響を与える本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

今月の運勢
衰運初期の今月は、気持ちが過大になり失敗の原因を作りやす
い時。今月は忙しさもピークのようです。ビジネス運は飛躍の
時ですから、動くことをテーマにポイントを押さえながら行動しま
しょう。また、過信をしやすい時です。自分の身体も過信せずに
ビタミン補給や、時には休息をしましょう。金銭運は営業利益が
良好。社交運はモテモテです。

衰運三期目は、我が身に変化のある時です。どんなときでも、現状
維持を守ることが最善の方法の時ですから、自ら流れを変えるこ
とのないよう意識して行動しましょう。ビジネス運は事前の根回し
をしてね。イージーミスが目立つ時。書類、押印等の確認は再度
取りましょう。金銭運は良くないですから、計画的な出銭を確保し
て。社交運は復活あり、再会あり、また修復にも良い 1ヵ月です。

衰運が進み、元気も財産も気持ちも三分の一減少していきます。
お仕事に対する気持ちより、遊び心が優先します。今月は保険月。
気を引き締めて頑張りましょう。ビジネス運は仕上げを７０％に決
めて動く方が気分的にも運気的にも最良になります。金銭運は
現状維持を守ってね。社交運は良いのですが、お付き合いは程々
に納めましょう。

衰運五期目の今月は、経済も健康も運気も底をついています。自
分の考えや行動は的確な判断ができます。その上、あなたを取り
巻く周囲の状況も当てにできる時です。ビジネス運は机上作戦をし
て、次月に備える計画を練り込みましょう。金銭運は残念ですが期
待できません。無駄を省き欲しいものは辛抱しましょう。社交運は
良好ですから、紹介などをいただけるように努力を重ねましょう。

衰運四期目の今月は、離合集散のある時です。家族が都合で勤
務地が変わり、居住地が変更したり、年老いた家族とのお別れな
ども目立つ時です。ビジネス運は永年の研究科目が評価の対象
になり、仕事の業績が良くて表彰される時です。金銭運は思い
がけず副収入があるでしょう。社交運は情が深くなり絆ができて、
新しい出会いも期待できます。

盛運二期目は、いよいよ目的達成の時です。発展のリズムに乗り、
いよいよ躍進です。今月はあなたを取り巻く周囲の状況が良いの
で、思い切って活動しましょう。ビジネス運は千客万来になり、遠
方からの取引も見込めます。金銭運は良好。社交運は人気上昇
中です。お誘いの多い時ですが、その分散財も多くなります。

盛運初期は、運気向上の出発をする時です。今月は自分の運気
も行動もピンボケで、その上、取り巻く周囲の状況も運気は味
方になりません。ビジネス運は奉仕の心で尽くして回りましょう。
その心づくしが大きな種蒔きですから、後々実りの結果が出ます。
金銭運は全く見込みやツキがないです。しっかり現状維持を守り
ましょう。

盛運四期目は、最高の時を迎えて勝利の時です。これ以上を望
んでも運気のアップはありません。今月はできるだけ謙虚に過ご
すことです。慢心していると足元をすくわれます。ビジネス運は
足元固め、内面の強化を図ることに専念する時です。金銭運は
持ち込まれますが、すぐ出ていく金銭です。社交運は出会いも
なく、現状維持を守るのみです。

盛運三期目は過去の損失を埋めていき、願望が達成する時です。
今月は思い切り整理整頓をしましょう。財布の中身、ビジネス用
の鞄の中、お部屋の中もすべて片付けておきましょう。ビジネス
運は願望達成になり、年頭からの願いが叶います。金銭運は現
状維持。社交運はモテ期に入っているようです。後半期待大。

開運★東大吉方位～商談、営業活動はここで。
（社交運が上昇すると同時に、千客万来の見込みあり）

開運★西北吉方位～営業活動をここで。
（大きなビジネスチャンスに巡り会えそう、情で接してくれる）

開運★東南吉方位～商談や飲食はここで。
（身内やグル～プ、組織が支援してくれる）

開運★西大吉方位～お休みの日は遠くへ出かけましょう。
（飲食にツキあり、土地の食べ物を食べましょう）

開運★西北吉方位～ここで商談や営業活動を。
（新しい営業チャンスができる、上司からの支援あり）

開運★西南吉方位～ここで営業活動を。
（金銭運アップ、奉仕の心が周りに届きます）

開運★西大吉方位～ここで飲食や営業活動を。
（交友関係が新しく始まる。営業利益がアップする )

開運★西大吉方位～飲食や取引、商談はここで。
（家族の支援あり、一家団らんができる、家族ができる）

開運★東吉方位～営業活動はここで。
（発展していく。社交運も上昇する）

2021 年 7 月節 7.7▶8.6



～今年度の表紙は広島にゆかりがある写真を掲載しています～
今月の表紙：「多々羅大橋」 瀬戸内しまなみ海道の橋梁の一つ。広島県尾道市生口島と愛媛県今治市の大三島を繋いでおり、完成時には世界　
　　　　　　最長の斜張橋であった。当初は吊橋で計画されていたが、斜張橋の技術の進歩によって自然環境の保全や経済性等を考慮し、　
　　　　　　変更された。橋の支柱の下で手をたたく等すると、鳴き龍のような反響音を聞くことができるという。

C O N T E N T S

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図

り、国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を
目的とした生命保険募集人の公益団体であり、生命保
険ファイナンシャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2021 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02   レポート　初のウェブ開催  
2021JAIFA年次大会in広島

      Willpower            　
　　 ～意志あるところに道は開ける～

06   第 51 回　
 定時総会報告

10   第 223 回　ありがとう生命保険   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「給付金の使い道」
  愛知県　安城市立篠目中学校　3 学年　加藤 あい

12   第 52 回　社会保険 Q&A
 所得によって免除される国民年金保険料
      （前編）

07
/2021

13   第 112 回　桐生純子の愛され力   
コミュニケーション術

  【自分を成長させるためのヒント】 
～大切なのはトキメキです～

14   第 198 回　お客様からの感謝の声
 47 歳で乳がんを発病。
      生命保険と温かい周りの人たちのおかげで
      万全な治療ができました
 
18   第 75 回　ゼロから学ぶ税金講座

厳しくなった教育資金贈与の特例

20   第 124 回　おもわず伝えたくなる！               
お金にまつわるエトセトラ

 少額で気軽に！スマホ証券で株式投資

21    第 39 回　JAIFA VOICE
 小さな協会だからこそできる大胆な活動を 

展開しています！

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて

「プレゼント」を贈ります。

01 2021  |  July

内閣官房では、新型コロナウイルス感染症の対応についてのサイトを公開しています。コロナ関連のデータや最新情報を
知りたいときは、こちらで確認することができます。

内閣官房「コロナウイルス感染症対策 」
https://corona.go.jp/
※詳しくは、内閣官房のホームぺージをご参照ください。

新型コロナウイルス感染症予防のために　
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広島三育学院ハンドベル部によるライブ中継

司会進行を務めた三輪武実行委員（プルデンシャル生命）と、
中村真理子さん

根本実行委員長による大
会宣言
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う
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事
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は

ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か

2021JAIFA 年次大会2021JAIFA 年次大会 inin
広島広島
 2021年5月28日、広島国際会議場フェニックスホールにて、 2021年5月28日、広島国際会議場フェニックスホールにて、

「2021JAIFA年次大会」を開催いたしました。「2021JAIFA年次大会」を開催いたしました。
コロナ禍により、昨年度開催予定であった静岡大会が延期となり、コロナ禍により、昨年度開催予定であった静岡大会が延期となり、
今大会は満を持して感染防止対策を講じ、年次大会開催以来、今大会は満を持して感染防止対策を講じ、年次大会開催以来、
初の無観客ウェブ配信です。初の無観客ウェブ配信です。
一人ひとりは遠く離れていても皆の熱い想いが一つになった一日となりました。一人ひとりは遠く離れていても皆の熱い想いが一つになった一日となりました。

Willpower
～意志あるところに道は開ける～
どんときんさい広島

初のウェブ開催

02
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最
後
ま
で
生
き
て
、
最
後
を
変

え
ら
れ
る
可
能
性
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
こ
の
映
画
で

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
と
。
こ
の
映
画

で
起
こ
る
よ
う
な
問
題
が
起
こ
っ
た
と

き
に
一
番
幸
せ
な
形
が
取
れ
れ
ば
い
い

な
と
考
え
て
い
ま
す
」

石
井
「
役
を
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、

こ
ん
な
こ
と
に
取
り
組
も
う
と
い
う
決

意
は
お
あ
り
で
し
た
か
？
」

吉
永
「
お
医
者
さ
ん
役
は
初
め
て
で
し

た
か
ら
、
た
だ

ま
っ
す
ぐ
な
想

い
を
表
現
し
た

い
な
と
感
じ
ま

し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
ぶ
つ
か
っ
て
悩
む
け
れ
ど
、

彼
女
み
た
い
に
一
つ
の
線
の
中
で
生
き

て
い
く
人
っ
て
少
な
い
と
思
う
の
で
」

石
井
「
役
作
り
で
い
ろ
い
ろ
と
苦
労
さ

れ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？
」

吉
永
「
こ
れ
は
一
人
二
役
で
は
な
い
か
っ

て
い
う
く
ら
い
に
、
在
宅
医
療
と
救
命

救
急
と
い
う
の
は
違
う
ん
で
す
ね
。
目

的
も
そ
う
で
す
し
、
治
療
の
仕
方
も
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
戸
惑
っ
て
、
在
宅

医
療
の
奥
の
深
さ
と
い
う
の
を
し
み
じ

み
感
じ
ま
し
た
。
演
じ
て
い
て
、
い
ろ

い
ろ
な
ケ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
患
者
さ
ん
へ
の
寄
り
添
い
が
あ
る
と

い
う
の
も
わ
か
り
ま
し
た
」

若
山
「
人
生
で
何
か
を
変
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て

決
断
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
？
」

吉
永
「
前
進
す
る
の
か
、
と
ど
ま
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
チ
ョ
イ

ス
を
す
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
前
進

の
方
を
取
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

成
島
「
ほ
ん
と
、
ア
ス
リ
ー
ト
な
ん
で

す
よ
」（
笑
）

石
井
「
映
画
の
シ
ー
ン
を
観
な
が
ら
、

こ
ん
な
シ
ー
ン
で
我
々
も
経
済
的
な
支

援
が
で
き
た
の
で
は
と
い
う
想
い
で
作

品
を
観
て
い
た
わ
け
な
ん
で
す
が
、
監

督
も
そ
う
い
う
ご
経
験
を
さ
れ
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
」

成
島
「
2
0
1
7
年
に
肺
が
ん
に
な
り
、

1
年
何
カ
月
か
、
復
帰
す
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
っ
た
ん
で
す
。
保
険
が
あ
っ

た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
と
れ
た
こ

と
が
こ
の
映
画
に
つ
な
が
っ
た
り
と
か
、

本
当
に
助
か
り
ま
し
た
」

石
井
「
保
険
と
い
う
の
は
、
健
康
な
と
き

に
し
か
入
れ
な
い
ん
で
す
よ
、
だ
け
ど
、

そ
う
い
う
経
験
を
さ
れ
た
と
き
に
は
も

う
我
々
は
お
手
伝
い
が
で
き
な
い
ん
で

す
ね
。
で
す
か
ら
、
我
々
は
き
ち
ん
と

お
客
様
に
必
要
性
を
訴
え
て
寄
り
添
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
か
の
と
き
の
た

め
に
準
備
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

ん
で
す
。
で
も
、
そ
れ
を
実
感
と
し
て

持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
て
嬉
し
い
で
す
。

我
々
も
こ
の
映
画
を
観
て
、
リ
ス
ペ
ク

ト
で
き
る
内
容
だ
と
思
っ
て
、
監
督
と

吉
永
さ
ん
に
お
会
い
で
き
て
本
当
に
光

栄
で
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」

続
い
て
、
本
誌
5
月
号
「
お
客
様
か

ら
の
感
謝
の
声
」
で
紹
介
さ
れ
た
、『
あ

な
た
を
守
り
た
い
』
の
V
T
R
が
流
れ

ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
参
加
い
た
だ

い
た
広
島
県
在
住
の
ご
契
約
者
の
奥
様

吉永さんと監督の成島氏を交えての対談映像

ご契約者の奥様と
営業担当細川さん
のオンラインでの
対談

生前のご主人と奥様
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と
登
壇
さ
れ
た
営
業
担
当
の
細
川
弘
子

さ
ん
が
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

「
奥
様
と
は
数
回
し
か
お
会
い
し
て
い
な

く
、
ご
主
人
が
繋
い
で
く
だ
さ
っ
た
ご

契
約
で
し
た
。
奥
様
に
お
会
い
し
た
と

き
、
す
ご
く
動
揺
さ
れ
、
不
安
に
思
わ

れ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
保
険
金

の
お
支
払
い
は
当
然
で
す
が
、
奥
様
の

悲
し
み
や
、
不
安
を
少
し
で
も
取
り
除

い
て
あ
げ
て
、
手
助
け
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
い
、
接
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
」
と
、
細
川
さ
ん
。

「
細
川
さ
ん
だ
か
ら
主
人
は
、
今
の
保
険

に
入
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
し
、

細
川
さ
ん
に
繋
げ
て
く
れ
た
主
人
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
、
奥
様
は
言
い

ま
す
。
毎
日
、
継
続
が
重
要
、
コ
ツ
コ

ツ
と
地
道
な
活
動
を
し
て
き
た
と
い
う

細
川
さ
ん
の
保
険
の
原
点
が
実
を
結
ん

だ
ご
契
約
で
し
た
。

第
2
部
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
報
告

か
ら
始
ま
り
、
時
間
の
関
係
で
司
会
の

方
か
ら
の
ご
紹
介
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
度
の
表
彰
は
静
岡
大
会
が
中
止
に
な

り
、
今
年
度
と
併
せ
て
の
発
表
と
な
り

ま
す
。
2
0
2
0
年
度
は
明
治
安
田
生

命 

越
谷
支
社
、
福
山
協
会
、
徳
島
県
協

会
の
３
つ
の
表
彰
が
決
定
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
本
年
度
の
表
彰
は
、

神
奈
川
県
協
会
が
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
」
よ
り
、
広
島
県
湯
﨑
英
彦
知

事
へ
昨
日
、「
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
」
と
い
う
趣
旨
で
、
寄
付
・
贈

呈
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
知
事
よ
り
お

礼
の
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
代
表
の
一
般
社
団
法

人 　
生
命
保
険
協
会
会
長 

根
岸
秋
男
氏

よ
り
V
T
R
に
よ
る
ご
挨
拶
を
賜
り
ま

す
。ま

た
、
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
継
続
的
支
援
と
し
て
、
本
年

も
「
N
P
O
法
人 

日
本
ホ
ス
ピ
タ
ル
・

ク
ラ
ウ
ン
協
会
」、「
公
益
財
団
法
人　

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
」「
公
益

財
団
法
人　
メ
イ
ク
・
ア
・
ウ
イ
ッ
シ
ュ
・

オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
3
つ
の
団
体
に

寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

さ
て
、
大
会
も
大
詰
め
を
迎
え
、
伊

藤
真
波
さ
ん
の
「
あ
き
ら
め
な
い
心
」

の
講
演
に
な
り
ま
す
。

看
護
師
を
志
す
20
歳
の
と
き
に
交
通

事
故
で
右
腕
を
失
わ
れ
、
ど
ん
底
の
人

生
か
ら
は
い
上
が
り
、
日
本
初
の
片
腕

義
手
の
看
護
師
と
し
て
、
北
京
・
ロ
ン
ド

ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
日
本
代
表
と
し

て
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
前

向
き
に
成
長
さ
れ
て
い
く
姿
を
私
た
ち
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

事
故
で
入
院
し
て
い
た
当
時
「
看
護

師
に
な
り
た
い
想
い
が
あ
る
の
な
ら
、

学
校
で
待
っ
て
い
ま
す
」
と
先
生
に
言

わ
れ
、
再
び
看
護
師
を
目
指
そ
う
と
決

意
し
た
伊
藤
さ
ん
。
そ
れ
か
ら
は
、
や

る
べ
き
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
模
索
し
、
義

手
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
先
の
病
院
で
は
、
障
が
い
に

あ
っ
た
方
た
ち
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

見
た
際
に
も
、
倒
れ
て
も
す
ぐ
に
起
き

上
が
り
、
ボ
ー
ル
に
向
か
っ
て
走
り
だ

す
。
そ
の
姿
に
感
動
を
覚
え
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
力
を
借
り
て
強
い
人
間
に
な

り
た
い
と
伊
藤
さ
ん
は
思
う
よ
う
に
な

り
、
水
泳
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
習
い

強
い
人
間
に
な
り
た
い

一般社団法人　生命保険協会 根岸会長による
ご挨拶伊藤さんによる中島みゆき氏の「糸」のバイオリン演奏

広島県湯﨑知事へ寄付・贈呈
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事
の
中
で
大
嫌
い
だ
っ
た
水
泳
、
事
故

の
傷
跡
も
隠
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
自
分
の
中
で
一
番
弱
い
と
こ
ろ
を
見
て

も
ら
お
う
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
強
く
な

れ
な
い
」と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
や
が
て
、

看
護
師
専
用
の
義
手
が
完
成
し
、
復
学

し
、
卒
業
。
病
院
へ
就
職
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「
義
手
を
付
け
て
の
仕
事
に
は
戸
惑
い
が

あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
方
々
、
患
者
さ

ん
が
片
腕
の
看
護
師
と
し
て
、
育
て
て

い
た
だ
い
た
。
そ
の
御
恩
は
一
生
忘
れ
な

い
」と
伊
藤
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

そ
し
て
、
看
護
師
を
し
な
が
ら
、
日

本
代
表
を
目
指
し
て
水
泳
を
本
格
的
に

始
め
ら
れ
ま
す
。
や
が
て
2
0
0
8
年
、

2
0
1
2
年
の
2
回
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
は

結
婚
を
さ
れ
、
二
児
の
母
と
し
て
育
児

に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
毎
日
だ
そ
う
。「
今

こ
う
し
て
、
に
こ
に
こ
笑
え
て
い
る
の

も
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
て
い
る
か
ら
で
す
」
と
、
伊
藤

さ
ん
。

講
演
の
最
後
に
は
バ
イ
オ
リ
ン
の
演

奏
を
披
露
。
両
方
の
肩
甲
骨
を
動
か
す

こ
と
で
、
動
く
仕
組
み
の
義
手
を
使
い

ま
す
。
バ
イ
オ
リ
ン
も
、
伊
藤
さ
ん
が

子
ど
も
の
頃
大
嫌
い
な
習
い
事
の
ひ
と

つ
で
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
こ
の
義
手
と
と
も
に
、

支
え
て
く
れ
る
家
族
と
と
も
に
前
を
向

い
て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
結
ば

れ
ま
し
た
。

続
い
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、
黒
田

博
樹
氏
。

広
島
東
洋
カ
ー
プ
時

代
の
登
場
曲
、
B'z
の

『
Ｒ
Ｅ
Ｄ
』
の
楽
曲
と

と
も
に
登
場
さ
れ
ま

し
た
。
進
行
役
は
広
島
中
国
放
送　

坂

上
俊
次
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
す
。

『
耐
雪
梅
花
麗
』（
雪
に
耐
え
て
梅
花

う
る
わ
し
）
の
タ
イ
ト
ル
で
の
お
話
で

は
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
大
切
な

こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
た
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ

を
通
じ
て
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
に
も
答
え

て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
好
評
を
博
し

ま
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
後
は
、
石
井
理
事
長

か
ら
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
後
、

新
理
事
長
に
就
任
し
た
金
井
敬
司
氏
に

繋
ぎ
ま
す
。

「
ど
ん
な
と
き
で
も
お
客
様
と
つ
な
が

り
、
お
客
様
の
役
に
立
て
る
お
客
様
第

一
主
義
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
全
国
の
会
員

の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
輝
き
、
明
日
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

大
切
な
こ
と

黒田博樹氏と坂上アナウンサー

Next Year

福岡でお待ちしています。福岡でお待ちしています。
来年JAIFAは創立60周年を迎えます。来年JAIFAは創立60周年を迎えます。

コロナを乗り越え、皆様と共に来年も素晴らしい大会とコロナを乗り越え、皆様と共に来年も素晴らしい大会と
なりますよう準備を進めてまいります。なりますよう準備を進めてまいります。

ぜひご参加いただきますようお願いいたします。ぜひご参加いただきますようお願いいたします。

令和4 年 秋開催予定

4年間の任期を務められた石井理事長

石井理事長から金井新理事長へ意志を繋ぎます

05 2021  |  July



新
元
号
「
令
和
」
の
も
と
３
事
業

年
度
を
迎
え
た
。
新
時
代
の
変
わ
り

目
と
と
も
に
、
新
し
い
息
吹
を
期
待

し
た
早
々
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
」
が
世
界
中
に
蔓
延
し
、
言
葉
に

せ
ず
と
も
甚
大
な
影
響
が
続
い
て
き

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
２
事
業
年

度
は
、
思
う
よ
う
な
公
益
事
業
活
動

が
展
開
で
き
ず
、
本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
・

54
地
方
協
会
と
も
に
歯
が
ゆ
さ
と
共

に
憂
う
時
間
を
過
ご
し
て
き
た
一
年

で
あ
っ
た
。

幾
度
に
も
及
ぶ
緊
急
事
態
宣
言
や

地
方
自
治
体
ご
と
の
規
制
を
経
験

し
、
い
ま
や
す
っ
か
り
と
コ
ロ
ナ
禍

で
の
生
活
へ
の
慣
れ
が
出
始
め
た
一

方
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
日
本
で
も
開

始
さ
れ
、
人
々
に
も
様
々
な
意
味
で

の
変
化
が
表
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

未
だ
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、
本
事
業
年
度
も
様
々
な
課
題
と

と
も
に
乗
り
越
え
て
い
く
覚
悟
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
旧
松
下
電
器
産

業
）
の
創
業
者
で
あ
る
松
下
幸
之
助

の
名
言
に
、「
悪
い
時
が
過
ぎ
れ
ば
、

良
い
時
は
必
ず
来
る
。お
し
な
べ
て
、

事
を
成
す
人
は
、
必
ず
時
の
来
る
の

を
待
つ
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。『
よ

い
時
期
と
悪
い
時
期
。
ど
ち
ら
も
永

遠
に
は
続
い
た
り
は
し
な
い
。
そ
の

こ
と
を
誰
し
も
が
わ
か
っ
て
い
な
が

ら
も
、『
ず
っ
と
こ
の
ま
ま
い
け
る
』

と
か
『
こ
ん
な
地
獄
の
よ
う
な
日
々

が
続
く
の
か
』
な
ど
と
考
え
て
し
ま

う
の
が
人
間
の
性
だ
。
た
だ
そ
れ
で

も
、そ
う
考
え
な
い
人
も
い
る
の
だ
。

『
今
は
絶
不
調
だ
が
必
ず
上
向
く
は

ず
だ
』
そ
う
信
じ
て
努
力
す
る
人
の

前
に
幸
運
の
女
神
は
現
れ
る
。
成
功

令和 3 年度

第51回 定時総会
Opportunity オポチュニティ ～次を見据えよう～

2021年度活動テーマ

議長を務めた石井清司理事長はこの日を
もって任期満了となった

ウェブで開催された定時総会

新理事長に選出された金井敬司理事

令
和
3
年
度
事
業
計
画
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新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けて令和 3 年 5月27 日（木）、定時総会が
テレビ会議方式にて開催されました。今年は役員改選年にあたり、新役員が選任
されました。



す
る
人
は
皆
そ
の
こ
と
を
確
信
し
、

チ
ャ
ン
ス
が
来
る
ま
で
努
力
を
継
続

し
て
い
る
。』
と
、
先
を
見
る
思
い

の
言
葉
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
大

変
な
時
を
過
ご
し
て
き
て
い
る
。
し

か
し
、
た
だ
単
に
過
ご
す
の
で
は
な

く
、
厳
し
い
中
で
、
我
々
は
、
や

が
て
来
る
時
の
た
め
に
、
今
な
す

べ
き
こ
と
を
着
実
に
実
行
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

「O
pportunity

（
機
会
・
好
機
）」

を
信
じ
、い
ざ
そ
の
時
の
た
め
に「
次

を
見
据
え
て
い
る
」
こ
と
に
他
な
り

ま
せ
ん
。

本
事
業
年
度
が
ど
の
よ
う
に
進
ん

で
い
く
の
か
は
、
誰
も
が
断
言
で
き

な
い
不
安
や
期
待
を
抱
え
な
が
ら

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

O
pportunity

は
必
ず
来
る
の
で
す
。

そ
の
時
に
一
人
で
も
多
く
の
国
民
が

共
に
歩
め
る
よ
う
、
生
命
保
険
営
業

職
員
と
い
う
立
場
か
ら
公
益
事
業
を

展
開
す
る
我
々
は
、
こ
の
一
年
を
大
切
に

し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

年次大会支援の御礼を述べた
寺田会長（中国ブロック長、福山協会長）【左】と
大場会長（広島協会長）【右】

ウェブ参加の皆様

役 　 　 職 氏　　　　名

理 事 長 金 井 敬 司 指名（メットライフ生命）
副 理 事 長 若 山      薫 会社代表（明治安田生命）
副 理 事 長 根 本 一 樹 会社代表（ジブラルタ生命）
理 　 事 小 島 浩 明 会社代表（ソニー生命）
理 　 事 齋 藤 茂 子 会社代表（第一生命）
理 　 事 古 賀 富 彦 会社代表（プルデンシャル生命）
理 　 事 右 見 祐 一 会社代表（メットライフ生命）
理 　 事 山 神 圭 子 会社代表（住友生命）
理 　 事 川 瀬 郁 子 会社代表（日本生命）
理 　 事 大 塚      治 首都圏ブロック代表（ソニー生命）
理 　 事 今 尾 昌 弘 東海北陸ブロック代表（ソニー生命）
理 　 事 下 山 和 哉 近畿ブロック代表（プルデンシャル生命）
理 　 事 高 橋 昌 史 九州ブロック代表（プルデンシャル生命）
理 　 事 松 本 直 樹 株式会社きんざい　出版センター　部長
理 　 事 青 木 啓 一 青木 HR 研究所　所長
理 　 事 笠 田 朋 宏 笠田公認会計士事務所　公認会計士・ 税理士
理 　 事 鈴 木 修 三 鈴木修三税理士事務所　税理士
専 務 理 事 星 野 博 昭 公益社団法人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会　本部
監 　 事 小 野 辰 夫 会社代表（㈱ソニックジャパン）
監 　 事 成  田   美智子 会社代表（大樹生命）
監 　 事 平 岡    健 平岡公認会計士事務所　公認会計士・税理士

令 和 3 年 度  理 事 ・ 監 事 名 簿
（任期: 令和 5 年度の総会迄）

※ 掲載した定時総会報告は、議案書の一部を抜粋したものです。詳細は会員の皆さまに配布した議案書にてご確認いただくか、所属の地方協会長にお問い合わせください。
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Opportuni ty ～次を見据えよう～

2021年度活動テーマ

理 事 長 金 井 敬 司 指名 メットライフ生命

副理事長 若 山 　 薫
会社代表

明治安田生命担当委員会：教育部会
担当ブロック：首都圏・東海北陸・近畿・中国

副理事長 根 本 一 樹

会社代表

ジブラルタ生命担当委員会：会員増強委員会
担当ブロック：北海道・東北・関東甲信越 ・
四国 ・九州

教育部会
部 会 長 理 事 小 島 浩 明 会社代表 ソニー生命
副部会長 ブ 委 員 林 田 智 光 北海道ブロック代表 札幌・プルデンシャル生命
委 員 会 委 員 宮 原 苗 子 会社代表 朝日生命
委 員 会 委 員 望 月 大 輔 会社代表  SOMPOひまわり生命
広報部会
部 会 長 理 事 古 賀 富 彦 会社代表 プルデンシャル生命
副部会長 理 事 今 尾 昌 弘 東海北陸ブロック代表 岐阜県・ソニー生命
委 員 会 委 員 八 島  世 津 夫 会社代表 マニュライフ生命
委 員 会 委 員 年 岡 叶 恵 会社代表 富国生命

IT推進部会 兼 公益総務委員会
部 会 長 理 事 右 見 祐 一 会社代表 メットライフ 生命
副部会長 ブ 委 員 鈴 木　　 巨 東北ブロック代表 秋田県・プルデンシャル生命
委 員 理 事 笠 田 朋 宏 笠田公認会計士事務所 公認会計士・税理士
委 員 会 委 員 永 江 晃 司 会社代表 東京海上日動あんしん生命

企画運営委員会
委 員 長 理 事 齋 藤 茂 子 会社代表 第一生命
副委員長 理 事 高 橋 昌 史 九州ブロック代表 福岡・プルデンシャル生命
委 員 理 事 松 本 直 樹 株式会社きんざい　出版センター 部長
委 員 ブ 委 員 小 川 文 子 関東甲信越ブロック代表 長野県・ジブラルタ生命
委 員 会 委 員 伊 藤 成 理 会社代表 アクサ生命

社会貢献委員会
委 員 長 理 事 山 神 圭 子 会社代表 住友生命
副委員長 理 事 大 塚 　　 治 首都圏ブロック代表 埼玉県・ソニー生命
委 員 理 事 青 木 啓 一 青木 HR 研究所 所長
委 員 理 事 鈴 木 修 三 鈴木修三税理士事務所 税理士
委 員 ブ 委 員 寺 田 幸 生 中国ブロック代表 福山・プルデンシャル生命

会員増強委員会
委 員 長 理 事 川 瀬 郁 子 会社代表 日本生命
副委員長 理 事 下 山 和 哉 近畿ブロック代表 大阪・プルデンシャル生命
委 員 ブ 委 員 三 浦 弘 規 四国ブロック代表 徳島県・ジブラルタ生命
委 員 会 委 員 舩 津 知 穂 会社代表 大同生命

令和 3 年度

第51回 定時総会

〈IT公益推進委員会〉

令 和 3 年 度  委 員 会 名 簿

※ ブ委員（ブロック代表委員）
※ 会委員（会社代表委員）
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私は、令和3年度定時総会並びに臨時理事会を
経まして、公益社団法人生命保険ファイナンシャル
アドバイザー協会第 13 代理事長（代表理事）に
選任されました。どうぞよろしくお願い申し上げます。

歴代会長・理事長をはじめ、多くの役員の皆様
が、公益社団法人として事業発展のために今日ま
でご尽力された実績と共に、来年、創立 60 周年
を迎える歴史の節目に、私が理事長の大役を仰
せつかりましたことは大変な名誉でありますととも
に、その重責に身の引き締まる思いです。生命保
険業界に携わりました 35 年の経験と知識を十分
に活かして、 JAIFA の発展に寄与できますよう、 
理事、監事、委員、ブロック長、地方協会長をは
じめ全国の役員、会員皆様のお力をお借りして職
責を全うして参る所存です。

さて、JAIFA は、公益社団法人移行 10事業年
度目を迎えました。 「民による公益の増進」を
目的とする公益法人制度改革のもとにおいて、
JAIFA は着実に成果を重ねていると考えておりま
す。今後の更なる活動の発展のために次の 3 点に
力を入れて参ります。

一つ目は、公益事業活動を促進させることです。
JAIFA の公益事業をこれまで以上に推し進め、 
我々の活動をより広く国民の皆様に周知して頂け
ることで、その役割が更に高まります。「いま私た
ちにできること」の精神を念頭に活動している会
員の皆様と全力を傾注し、 積極的に取り組んで参
りたいと考えます。

二つ目は、ボランティア文化の普及定着です。公
益事業の柱の一つでもある社会貢献事業は「愛の

ドリーム募金」を地方活動の礎とし、地域のニーズに
応える活動を続けています。一方、昨今、全国各地で
突発的に発生する大災害に対して、被災地への支
援活動をより迅速に取り組むため、会員からの寄付
金を中心に展開する 「ハートフルファンデーション」
は JAIFA 全体としての事業を展開するものです。
この２つを主軸に、全会員がボランティアを身近に
捉えて参画し、地域・全国へと浸透させるように
臨んで参ります。

三つ目は、JAIFAの組織力の強化です。現会員
3万8,897名（令和2年度）の生命保険営業職員の
原動力を公益事業に資するうえでは、 生命保険を
取り巻く制度上の諸問題等々に対して意見を発し、
会員一人ひとりが国民の皆様のお役に立てること
も重要です。そのためには、 会員数が増強される
ことも必須であり、地方協会、会社分会の連携を
頂きつつ、組織力を発揮できるよう努めて参ります 。

現在、新型コロナウイルスの影響により、日本の
みならず、世界中が先の見えない大変な状況下に
あることは申し上げるまでもありません。誰しも経
験のないこのような厳しく苦しい時こそ、JAIFAは、
会員一同が同じ使命に向かって協力し、助け合う
ことが一番大切ではないでしょうか。この想いは、
生命保険の相互扶助の考えにも通じるものがあり
ます。なかなか先の見えないこの難局を乗り越え
るために、我々は、国民の皆様のお役に立てる公
益事業活動を推進させることで使命を果たせるよ
うに、強い決意を持って自ら舵をとって未来へ向
けた巨大な公益事業船を航行させる覚悟です。

メットライフ生命保険　長野エイジェンシーオフィス

JAIFA での経歴
1986 年　全外協入会
2009 〜 2014 年　長野県協会会長
2013 〜 2019 年　本部　会社代表理事
2013 年　組織強化委員会組織部会　部会長
               金融業界調査部会　副部会長
2015 年　組織強化委員会
               財務部会／金融業界調査部会／総務部会　部会長
2017 年　企画広報委員会　企画部会　部会長
2018 年　JAIFA 年次大会 in 函館　実行委員長
2019 年　JAIFA 年次大会 in 長野　実行委員長
2019 年　5 月 30 日　JAIFA 本部　副理事長
2021 年　5 月 27 日　JAIFA 本部　理事長就任

金 井 敬 司
 か な い   け い じ

公益社団法人  
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
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新刊のご案内

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
58
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/

223

給
付
金
の
使
い
道

　

愛
知
県　

安
城
市
立
篠
目
中
学
校　

三
学
年　

加か
と
う藤　

あ
い

優
秀
賞

　

忘
れ
も
し
な
い
、
平
成
三
十
年
八
月
二
十
日
。
私
は
ア
メ
リ
カ
で

の
四
週
間
に
わ
た
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
、
日
本
に
帰
国
し
た
。

じ
っ
と
り
と
し
た
日
本
の
暑
さ
に
め
ま
い
が
し
た
。
ア
メ
リ
カ
が

懐
か
し
い
な
あ
、
な
ど
と
間
抜
け
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
山

ほ
ど
あ
る
土
産
話
を
ひ
と
し
き
り
両
親
に
話
し
、
ひ
と
息
つ
い
た

と
こ
ろ
で
、
母
が
口
を
開
い
た
。
残
念
な
話
が
あ
る
と
。

　
「
祖
父（
母
の
父
）に
食
道
ガ
ン
が
見
つ
か
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
。

来
月
、
手
術
を
す
る
。」

　

私
の
頭
の
中
は
真
っ
白
に
な
っ
た
。
ま
る
で
私
が
ガ
ン
の
宣
告

を
受
け
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
死
が
目
の
前
に
迫
っ
て

く
る
感
覚
だ
っ
た
。

　

予
定
通
り
、
祖
父
は
翌
月
手
術
を
受
け
た
。
八
時
間
に
及
ぶ

大
手
術
。
手
術
当
日
、
朝
早
く
か
ら
母
も
病
院
に
駆
け
つ
け
て

祖
父
を
手
術
室
に
見
送
り
、
祖
母
の
そ
ば
で
終
わ
る
の
を
待
っ
た
。

祖
父
の
生
命
力
の
強
さ
、医
師
の
力
に
よ
り
手
術
は
無
事
成
功
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
私
も
祖
父
の
病
室
に
見
舞
い
に
行
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
大
き
な
手
術
の
傷
跡
や
、
や
せ
こ
け
た
体
を
見
る
こ
と

は
辛
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
の
話
を
楽
し
そ
う
に
聞
い
て
く
れ
た

の
は
嬉
し
か
っ
た
。
私
が
出
来
る
こ
と
は
、
祖
父
に
メ
ー
ル
を

送
る
こ
と
と
会
え
る
と
き
に
は
病
院
に
行
っ
て
顔
を
見
せ
る
こ
と

だ
け
だ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
母
は
週
に
三
回
ほ
ど
片
道
二
時
間
か
け
て
祖
父

の
病
院
へ
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。
家
を
完
全
に
空
け
る
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
母
が
病
院
に
行
っ
た
日
の
食
事
は
ス
ー
パ
ー
や

デ
パ
ー
ト
で
買
っ
た
惣
菜
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の

こ
と
に
不
満
は
何
も
な
か
っ
た
が
、
母
の
顔
が
疲
れ
て
い
る
こ
と
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新刊のご案内

｢生命保険と税金の知識｣、「ライフプラン情報ブック」
の改訂版ができました！
小冊子の電子版を　　
Ａｍａｚｏｎで販売開始！

「生命保険と税金の知識」は生命
保険に関する税金について知っ
ておきたい事柄を、計算事例な
どを用いて解説した小冊子です。
今回の改訂では、所得税・相続
税・贈与税をより体系的に理解
できるよう解説を充実。また、
年末調整手続きの電子化について解説を追加しました。

「ライフプラン情報ブック」は、生活設計を立てる上で必要となる基本的な
考え方や参考情報をまとめた小冊子です。今回の改訂では、新型コロナ情
勢下でのテレワークに代表される、新しい時代の働き方などについて解説を
追加しました。
両冊子とも B5 判・60 ページ（オールカラー）１部 200 円 ( 税込・送料別 )

 「備えあれば保険あり」【'20 − '21 年度版】を発行
上記の 2 冊子に加え、「ほけんのキホン」、「ねんきんガイド」、「介護保障ガ
イド」「医療保障ガイド」を専用のカバーケースに収納した「備えあれば保険
あり」を発行しました。
B5 判・小冊子 6 冊セット　1 セット1,200 円 ( 税込・
送料別 )
お申 込 みは生 命 保 険 文化センターホームページ
(https://www.jili.or.jp/) でどうぞ。スマートフォン
からは QR コードのご利用が便利
です。
小冊子の電子版（Kindle 版）をご
希望の場合もホームページ（出版
物のご案内画面）から Amazon
ストアへのリンクをご利用くださ
い。

に
気
づ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

祖
父
は
当
時
八
十
歳
。
そ
の
年
齢
を
も
の
と
も
せ
ず
、
驚
異
の

回
復
力
で
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
っ
た
。
元
々
持
っ
て
い
た
祖
父
の

生
命
力
と
私
た
ち
の
祈
り
が
天
に
届
い
た
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

何
カ
月
か
し
て
、
す
っ
か
り
元
気
に
な
っ
た
頃
、
祖
父
は
母
に

お
金
の
入
っ
た
封
筒
を
渡
し
て
き
た
。

「
生
命
保
険
の
給
付
金
が
お
り
た
か
ら
。」

と
、
祖
父
は
言
っ
た
。
そ
の
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。

給
付
金
と
い
う
の
は
、
手
術
や
入
院
費
を
ま
か
な
う
も
の
で
は

な
い
の
か
。

　

祖
父
は
そ
の
理
由
を
話
し
て
く
れ
た
。
祖
父
は
自
分
が
ガ
ン
に

な
っ
た
こ
と
で
、
周
り
の
人
に
た
く
さ
ん
の
心
配
を
か
け
た
こ
と
を

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
た
の
だ
。
私
に
は
、
せ
っ
か
く
の
楽
し

か
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
話
に
水
を
差
し
て
し
ま
っ
た
気
が
し
て

い
た
こ
と
。
母
に
は
、
何
度
も
病
院
に
通
わ
せ
て
、
母
親
や
妻
の

仕
事
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
に
余
計
な
時
間
・
お
金
・
精
神
的

な
負
担
を
か
け
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
の

感
謝
の
気
持
ち
か
ら
だ
っ
た
。

　

一
人
が
病
気
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
家
族
全
員
を
巻
き
込
む

と
い
う
こ
と
。
医
療
費
だ
け
で
な
く
食
費
や
交
通
費
な
ど
目
に

見
え
な
い
小
さ
な
支
出
が
増
え
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
。
そ
れ
が

積
み
重
な
る
と
結
構
な
金
額
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
も
祖
父

か
ら
聞
か
さ
れ
て
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

母
は
祖
父
の
給
付
金
の
一
部
を
も
ら
う
こ
と
を
頑
な
に
拒
否
し
た
。

ず
っ
と
抵
抗
し
て
い
た
母
に
祖
母
は
言
っ
た
。

「
受
け
取
る
こ
と
が
親
孝
行
よ
。」

　

給
付
金
の
使
い
道
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
祖
父
の
病
気
の
お
か

げ
で
、
私
は
新
し
い
家
族
の
愛
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
二
年
後
。
今
年
の
八
月
、
祖
父
は
新
た
に
ガ
ン
が

見
つ
か
り
、
頸
部
リ
ン
パ
節
再
発
部
切
除
と
い
う
手
術
を
受
け
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
家
族
で
あ
っ
て
も
お
見
舞
い
が
制
限
さ
れ
た
た
め
、

祖
父
の
顔
を
見
る
こ
と
な
く
入
院
、
手
術
、
退
院
が
す
べ
て
終

わ
っ
た
。
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
と
聞
い
て
安
心
し
て
い
る
。

「
何
に
も
し
て
な
い
ん
だ
か
ら
、
前
み
た
い
に
お
金
は
も
ら
わ
な
い

か
ら
ね
。」

　

電
話
口
で
母
が
、
笑
い
な
が
ら
話
し
て
い
る
声
を
聞
い
た
。

そ
れ
も
『
愛
だ
な
』
と
感
じ
た
。
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社会保険

自
営
業
者
（
52
歳
）
で
す
。
昨
年
来
、

売
上
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
収
入
が

減
っ
た
場
合
、
毎
月
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
制
度
な
の
で
し
ょ
う
か
。
収
入
が
い

く
ら
く
ら
い
な
ら
免
除
さ
れ
ま
す
か
。

収
入
に
応
じ
て
、
保
険
料
の
全
額
、
４

分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
収
入
の
基
準
は
免
除
の

割
合
が
低
い
ほ
ど
、緩
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す

が
、
免
除
の
適
用
を
受
け
ず
に
未
納
に
し
て
お

く
の
に
比
べ
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。４

段
階
の
所
得
基
準

４
段
階
の
所
得
基
準

自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
は
毎
月
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
額
は
１
万
６
６
１
０

円
（
２
０
２
１
年
度
）
で
、
収
入
に
関
係
な
く

定
額
で
す
。
そ
こ
で
、
質
問
の
よ
う
に
経
済
的

に
保
険
料
を
払
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

納
付
が
免
除
さ
れ
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
所
得
の
基
準

は
、
全
額
免
除
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、

４
分
の
１
免
除
の
４
種
類
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
注
1
）。
全
額
免
除
は
、

所
得
が
「（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）
×
35
万

円
＋
32
万
円
」
以
下
で
あ
る
と
き
に
受
け
ら

れ
ま
す
。
扶
養
親
族
（
注
2
）
が
１
人
の
場
合
は

１
0
２
万
円
、
２
人
の
場
合
は
１
3
７
万
円
で

す
。
一
番
緩
や
か
な
４
分
の
1
免
除
は
、
所
得

制
限
の
基
本
額
は
１
6
８
万
円
で
、
扶
養
家
族

所得によって免除される
国民年金保険料（前編）

第 52 回

が
い
る
場
合
な
ど
は
さ
ら
に
一
定
額
が
プ
ラ
ス

さ
れ
ま
す
（
注
3
）。

け
っ
こ
う
厳
し
い
基
準
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
額
は
「
所

得
」
で
あ
り
、「
収
入
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
な
わ
ち
、
自
営
業
者
の
場
合
、
売
上
な
ど
の

収
入
か
ら
必
要
経
費
を
引
い
た
後
の
金
額
で

す
。
こ
の
金
額
は
前
年
（
申
請
が
１
～
６
月
の

場
合
は
前
々
年
）の
所
得
で
判
定
し
ま
す（
注
4
）。

ま
た
、
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
本
人
だ

け
で
な
く
、
配
偶
者
と
世
帯
主
も
こ
れ
ら
の
所

得
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
自
分
は

基
準
以
下
で
あ
っ
て
も
、
配
偶
者
や
世
帯
主
が

基
準
を
上
回
っ
て
い
る
場
合
は
免
除
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。                   

過
去
の
滞
納
分
も
免
除
さ
れ
る

過
去
の
滞
納
分
も
免
除
さ
れ
る

　

免
除
は
自
動
的
に
受
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
申
請
が
必
要
で
す
。
免
除
の
期
間
は
７
月
か

ら
翌
年
６
月
の
１
年
間
が
単
位
と
な
っ
て
い

て
、こ
の
単
位
ご
と
に
書
類
提
出
が
必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、７
月
以
降
に
申
請
す
る
場
合
は
、

12
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桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインを活用したセミナー・講演・研修を数多
く実施。コミュニケーショントレーニングの受講
者は全国規模で 5 万人を超える日本では数少ない
ヒューマンスキル分野で 20 年以上のエキスパート。
中でも女性の自立・起業支援の活動には情熱が高く

「自分を活かす」ことをテーマにした講演・セミナーは業種を超えて大好評。
日経 BP コラムニスト、2 児の母。
セミナー・講演イメージ→https://fcommu.net/

そろそろ梅雨明けの予感ですが、いかがお過
ごしですか♥
雨の日が長く続くと何となく毎日が代り映えしない
ように感じたり、以前はなかった制限の多さに息
が詰まりそうに感じている人は少なくありません。
この季節は「上手な気持ちの切り替え方を教え
てください！」というお声をたくさんいただきます。
前向きになれないときには、思い切り休んでしま
うのもありですが、未来の自分をよりよくするた
めの「小さなごほうび」を考えるのもいいかもし
れません♪「小さな」ですから、すぐにできること
でいいのです。たとえば、お部屋の模様替をし
たり小さな観葉植物を飾るなどで居心地のいい
部屋を作るなんていうのはいかがでしょうか♥
気分が乗らないときに無理に頑張ってアクティブ
にならなくても、自分の
心が喜ぶ「小さなごほう
び」をなんでもない日常
に散りばめることで、と
きめく時間が増えるとは
思いませんか！？　
さて、そろそろ夏の準備
ですね♥

翌
年
６
月
分
ま
で
の
免
除
を
ま
と
め
て
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
翌
年
７
月
以
降

の
分
に
つ
い
て
も
、
申
請
時
に
免
除
を
受
け
た

い
旨
を
書
類
に
記
入
す
れ
ば
改
め
て
の
手
続
き

は
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
す
で
に
過
去
分
の
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
る
場
合
、
２
年
１
カ
月
前
ま
で
の
分
に
つ

い
て
免
除
の
申
請
が
可
能
で
す
。
２
０
２
１
年

８
月
に
申
請
す
る
場
合
、
２
０
１
９
年
７
月
以

降
の
分
の
免
除
が
（
所
得
基
準
を
満
た
し
て
い

れ
ば
）
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

免
除
の
申
請
を
せ
ず
に
滞
納
し
た
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、さ
ま
ざ
ま
な
不
利
益
が
生
じ
ま
す
。

詳
し
く
は
次
号
で
。

（
注
１
）
全
額
免
除
は
１
万
６
６
１
０
円
の
保
険
料
が
ま
る
ま

る
免
除
さ
れ
ま
す
が
、
た
と
え
ば
４
分
の
３
免
除
は
、

保
険
料
の
４
分
の
３
が
免
除
さ
れ
残
り
の
４
分
の
１

は
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
４
つ
の
う
ち
ど
れ
か

を
選
択
し
て
申
請
す
る
必
要
は
な
く
、
ど
れ
に
該
当

す
る
か
は
、
日
本
年
金
機
構
が
所
得
を
参
照
し
て
判
定

し
て
く
れ
ま
す
。

（
注
２
）
所
得
税
法
上
の
扶
養
親
族
（
配
偶
者
を
含
む
）
で

あ
り
、
16
歳
未
満
の
子
ど
も
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

（
注
3
）
具
体
的
に
は
、
基
本
額
に
扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料

控
除
の
額
を
加
え
た
額
と
な
り
ま
す
。

（
注
４
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
っ

た
場
合
に
は
特
例
が
あ
り
、
2
0
2
0
年
２
月
以

後
の
任
意
の
１
カ
月
の
所
得
を
12
カ
月
分
に
換
算
し

て
判
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/
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お客様からの感謝の声お客様からの感謝の声
47歳で乳がんを発病。生命保険と温かい
周りの人たちのおかげで万全な治療ができました

元
気
に
働
く
姿
が

元
気
に
働
く
姿
が

母
へ
の
最
後
の
親
孝
行

母
へ
の
最
後
の
親
孝
行

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
高
知
県

在
住
の
Ｙ
さ
ま
で
す
。
Ｙ
さ
ま
は
4
年
前
、
職

場
の
定
期
健
康
診
断
で
、
乳
が
ん
の
疑
い
を
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

「
私
は
毎
年
春
に
行
わ
れ
る
健
康
診
断
で
は
、

乳
が
ん
検
診
も
欠
か
さ
ず
受
け
て
い
ま
し
た
。

18
歳
で
入
社
以
来
、
健
診
結
果
に
は
問
題
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
47
歳
の
と
き
、
右
の
乳
房

に
腫
瘍
が
見
つ
か
っ
た
の
で
す
」

　

精
密
検
査
の
結
果
は
、
ス
テ
ー
ジ
２
の
乳
が

ん
。
と
こ
ろ
が
周
囲
が
驚
く
ほ
ど
、
Ｙ
さ
ま
は

冷
静
に
病
気
を
受
け
止
め
ま
し
た
。

「
当
時
、
母
が
す
い
臓
が
ん
の
治
療
中
だ
っ
た

の
で
、
が
ん
に
つ
い
て
徹
底
的
に
調
べ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
結
果
的
に
予
習
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
も
し
、
母
の
病
気
が
な
か
っ

た
ら
、『
が
ん
』
と
い
う
病
名
だ
け
で
、
不
安

に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

住
友
生
命
高
知
支
社
南
国
黒
潮
支
部
の
田
中

純
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ｙ
さ
ま
と
は
、
25
年
以
上
の
長
い
お
付
き
合

い
で
す
。『
が
ん
か
も
し
れ
な
い
』
と
連
絡
が

あ
っ
た
と
き
は
、
間
違
い
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
」

　

Ｙ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
田
中
さ
ん
は
、
親
と
同
じ
く
ら
い
私
の
こ
と

を
考
え
て
く
れ
る
、
大
切
な
存
在
で
す
。
手
術

日
が
決
ま
っ
た
と
電
話
を
す
る
と
、
す
ぐ
に
職

場
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
生
命
保
険
の

手
続
き
を
し
な
が
ら
、『
初
期
の
が
ん
だ
か
ら
、

手
術
し
て
切
除
す
れ
ば
大
丈
夫
よ
』
と
言
葉
を

か
け
て
も
ら
い
、
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
」

　

術
後
し
ば
ら
く
自
宅
で
療
養
し
、
仕
事
復
帰

し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
抗
が
ん
剤
治
療
、
放
射

線
治
療
は
、
通
院
で
受
け
ら
れ
、
仕
事
と
両
立

で
き
ま
し
た
。

「
現
在
は
、
飲
み
薬
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン
薬
治
療

を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
あ
と
1
年
で
終
了

し
ま
す
。
す
べ
て
の
医
療
費
が
生
命
保
険
で
保

障
さ
れ
た
の
で
、
万
全
な
治
療
が
で
き
て
本
当

に
よ
か
っ
た
で
す
。
残
念
な
が
ら
母
は
、
天
国

に
旅
立
ち
ま
し
た
が
、
元
気
に
仕
事
復
帰
し
た

姿
を
見
て
も
ら
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
最
後
の

父（76 歳）　Ｙさま（ 51歳　会社員 ）

Vol. 198　

お客様
プロフィール
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親
孝
行
に
な
り
ま
し
た
」。

　

Ｙ
さ
ま
ご
家
族
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
生

命
保
険
へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
田
中
さ
ん
の

お
話
を
交
え
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

両
親
と

両
親
と
33
人
暮
ら
し
。
甥
と
姪
に

人
暮
ら
し
。
甥
と
姪
に

囲
ま
れ
た
に
ぎ
や
か
な
日
々

囲
ま
れ
た
に
ぎ
や
か
な
日
々

　

高
校
卒
業
後
、
Ｙ
さ
ま
は
地
元
の
会
社
に
就

職
。
仕
事
に
慣
れ
た
こ
ろ
、
両
親
か
ら
の
勧
め

も
あ
り
、
生
命
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。

「
会
社
の
同
期
た
ち
も
一
緒
に
加
入
し
ま
し
た
。

担
当
の
田
中
さ
ん
は
、
2
ヵ
月
に
1
回
ぐ
ら
い

職
場
に
訪
れ
、生
命
保
険
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

貯
蓄
や
年
金
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。気
軽
に
相
談
も
で
き
、

い
つ
の
間
に
か
親
戚
以
上
の
お
付
き
合
い
に
な

り
ま
し
た
」

　

田
中
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
偶
然
に
も
、
こ
こ
数
年
で
Ｙ
さ
ま
の
お
父
様

や
ご
親
戚
の
担
当
を
受
け
継
い
だ
こ
と
も
あ

り
、
ま
さ
に
ご
家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
に

な
り
ま
し
た
。
Ｙ
さ
ま
は
大
ら
か
で
明
る
く
、

ご
家
族
や
職
場
の
方
た
ち
と
、
温
か
な
人
間
関

係
を
築
か
れ
て
い
ま
す
」

　

Ｙ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
私
は
三
姉
妹
の
長
女
で
、
両
親
と
5
人
家
族
。

妹
2
人
が
結
婚
し
て
か
ら
は
、
3
人
暮
ら
し
に

な
り
ま
し
た
が
、
妹
た
ち
の
家
は
実
家
か
ら

ス
ー
プ
の
冷
め
な
い
距
離
。
そ
れ
ぞ
れ
3
人
の

甥
や
姪
に
恵
ま
れ
、
家
族
が
増
え
ま
し
た
」

　

に
ぎ
や
か
な
ご
家
族
の
中
心
に
い
た
の
は
、

お
母
様
で
し
た
。

「
母
は
、
仕
事
人
間
の
父
を
支
え
な
が
ら
、
私

た
ち
三
姉
妹
を
の
び
の
び
育
て
て
く
れ
ま
し

た
。
料
理
上
手
で
や
さ
し
く
、
６
人
の
孫
た
ち

に
も
温
か
な
愛
情
を
注
ぎ
、
と
て
も
慕
わ
れ
て

い
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
お
母
様
の
体
調
に
異
変
が
あ
っ
た
の

は
、
お
母
様
が
70
歳
の
と
き
で
し
た
。

「
受
診
し
た
と
き
に
は
、
す
で
に
す
い
臓
が
ん

の
ス
テ
ー
ジ
４
で
し
た
。
す
ぐ
に
手
術
は
難
し

い
状
態
で
、
抗
が
ん
剤
治
療
で
ま
ず
は
が
ん
を

小
さ
く
す
る
と
い
う
治
療
法
を
医
師
か
ら
伝
え

ら
れ
、
父
を
は
じ
め
家
族
全
員
が
言
葉
に
な
ら

な
い
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
、
妹
た
ち
と
協
力
し
て
通
院
や
家
事
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
」

　

お
母
様
は
、
治
療
を
受
け
な
が
ら
普
段
ど
お

り
の
家
事
が
で
き
る
ほ
ど
お
元
気
に
な
り
、
穏

や
か
な
日
常
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
家
族
全
員

が
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
こ
ろ
、
Ｙ
さ
ま

の
乳
が
ん
が
判
明
し
た
の
で
す
。
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独
身
に
は
経
済
的
な

独
身
に
は
経
済
的
な

安
心
感
が
重
要
だ
と
実
感
！

安
心
感
が
重
要
だ
と
実
感
！

　

乳
が
ん
検
診
は
、
医
師
に
よ
る
乳
房
視
触
診

検
査
、
乳
房
専
用
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
（
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）、
乳
房
超
音
波
（
エ
コ
ー
）

検
査
が
あ
り
ま
す
。
Ｙ
さ
ま
は
こ
の
3
種
類
す

べ
て
を
併
用
し
て
、
毎
年
受
け
て
い
ま
し
た
。

「
前
年
ま
で
何
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
腫
瘍
が

見
つ
か
っ
た
の
で
す
。
病
院
で
の
精
密
検
査
で

『
乳
頭
腺
管
が
ん
』
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
」

　

キ
ノ
コ
状（
乳
頭
状
）に
発
育
す
る
た
め「
乳

頭
腺
管
が
ん
」
と
呼
ば
れ
、
乳
が
ん
全
体
の
約

20
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
リ
ン
パ
節
転
移
を

起
こ
し
に
く
い
、
最
も
予
後
の
良
い
が
ん
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

「
私
の
場
合
も
転
移
が
な
く
、
比
較
的
早
期
に

発
見
さ
れ
た
こ
と
が
幸
い
し
ま
し
た
。
腫
瘍
を

切
除
す
る
だ
け
の
手
術
で
す
み
、
乳
房
は
温
存

で
き
る
と
言
わ
れ
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」

　

手
術
は
診
断
3
ヵ
月
後
に
決
定
し
ま
し
た
。

「
医
師
に
よ
る
、
手
術
を
含
め
た
治
療
法
の
説

明
に
は
、
妹
た
ち
が
同
行
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
母
の
闘
病
を
身
近
で
体
験
し
て
い
る

お
か
げ
で
、
が
ん
治
療
の
心
構
え
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
、
淡
々
と
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

田
中
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ｙ
さ
ま
は
生
命
保
険
に
加
入
し
て
か
ら
2
回

見
直
し
を
さ
れ
ま
し
た
。
実
は
、
2
回
目
の
見

直
し
の
1
年
後
に
、
乳
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
の

で
す
」

　

Ｙ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
田
中
さ
ん
の
勧
め
で
見
直
し
て
い
た
お
か
げ

で
、
保
障
が
万
全
で
し
た
。
独
身
の
私
に
と
っ

て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
経
済
的
な
安
心
感
は

本
当
に
重
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

2
泊
3
日
の
入
院
で
手
術
は
無
事
に
終
え
ま

し
た
。
お
母
様
は
闘
病
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
手

術
日
に
は
病
院
に
駆
け
つ
け
た
そ
う
で
す
。

「
家
族
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、
不
安
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

退
院
後
は
自
宅
で
1
ヵ
月
療
養
し
ま
し
た
。
そ

の
と
き
も
両
親
や
妹
た
ち
に
助
け
ら
れ
、
ゆ
っ

く
り
で
き
ま
し
た
。
職
場
に
復
帰
で
き
た
と
き

は
母
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
同
僚
の
方
た
ち

か
ら
も
温
か
く
迎
え
て
も
ら
え
、
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
」

母
の
葬
儀
の
日
に

母
の
葬
儀
の
日
に

ウ
ィ
ッ
グ
を
外
し
た

ウ
ィ
ッ
グ
を
外
し
た

　

が
ん
治
療
は
手
術
す
れ
ば
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｙ
さ
ま
も
退
院
後
、
通
院
に
よ
る
抗

が
ん
剤
治
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。
3
ヵ
月
か
け

て
4
回
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
日
帰
り
の
点
滴
治
療
で
す
が
、
治
療
後
3
日
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間
ほ
ど
は
だ
る
さ
が
あ
り
、
仕
事
は
休
ま
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
副
作
用
の
吐
き
気
は
、
薬
で

止
め
ら
れ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
ね
。
髪
の
毛

は
治
療
3
回
目
か
ら
、
ば
さ
ば
さ
と
抜
け
て
い

き
ま
し
た
」

　

Ｙ
さ
ま
は
、
抗
が
ん
剤
治
療
前
に
、
脱
毛
に

備
え
て
、
ウ
ィ
ッ
グ
を
準
備
し
て
い
ま
し
た
。

「
妹
と
一
緒
に
デ
パ
ー
ト
に
行
っ
た
の
で
、
あ

れ
こ
れ
試
し
な
が
ら
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し

む
気
分
だ
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
」

　

お
母
様
が
抗
が
ん
剤
治
療
で
脱
毛
し
た
と
き

は
、
寒
い
季
節
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ニ
ッ
ト

帽
で
カ
バ
ー
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
茶
目
っ
気
が
あ
る
母
は
、
私
の
ウ
ィ
ッ
グ
を

つ
け
て
鏡
を
見
な
が
ら
、『
こ
れ
は
い
い
わ
ね
。

似
合
う
で
し
ょ
？
』
と
楽
し
そ
う
で
し
た
」

　

抗
が
ん
剤
治
療
の
次
は
、
放
射
線
治
療
で
し

た
。

「
病
院
に
朝
一
番
で
予
約
を
入
れ
て
、
10
分
ほ

ど
の
放
射
線
照
射
を
し
て
、
仕
事
に
向
か
い
ま

し
た
。
土
日
を
除
い
て
、
16
日
間
通
院
し
ま
し

た
。
職
場
の
人
た
ち
か
ら
は
、『
遠
慮
し
な
い

で
仕
事
を
休
ん
で
も
い
い
の
よ
』
と
声
を
か
け

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
普
段
ど
お
り
に
仕
事
が

で
き
ま
し
た
」

　

Ｙ
さ
ま
の
放
射
線
治
療
を
終
え
た
あ
た
り
か

ら
、
お
母
様
の
体
調
が
徐
々
に
悪
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

「
母
は
結
局
手
術
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
通

院
治
療
を
続
け
、
自
宅
で
は
家
事
を
し
て
、
普

通
の
生
活
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

腹
水
が
た
ま
り
は
じ
め
、
入
院
し
ま
し
た
」

　

Ｙ
さ
ま
ご
家
族
は
、
自
宅
で
緩
和
ケ
ア
が
で

き
る
よ
う
に
準
備
を
し
ま
し
た
が
、
叶
う
こ
と

な
く
お
母
様
は
家
族
に
看
取
ら
れ
て
天
国
へ
旅

立
た
れ
ま
し
た
。

「
亡
く
な
る
1
ヵ
月
ほ
ど
前
ま
で
、
ト
イ
レ
も

自
分
で
行
け
る
ほ
ど
で
し
た
。
私
た
ち
の
手
を

借
り
ず
、
最
後
の
最
後
ま
で
見
事
で
し
た
」

　

お
母
様
の
葬
儀
の
日
、
Ｙ
さ
ま
は
ウ
ィ
ッ
グ

を
外
し
ま
し
た
。

「
ウ
ィ
ッ
グ
は
、
外
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い

の
で
す
が
、
母
に
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
」

　

Ｙ
さ
ま
は
現
在
、
お
父
様
と
二
人
暮
ら
し
。

仕
事
と
主
婦
の
役
割
を
両
立
し
て
い
ま
す
。「
父

の
健
康
を
守
り
な
が
ら
、
妹
た
ち
家
族
と
も
変

わ
ら
ず
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
生
命
保
険

は
、
保
険
料
が
免
除
に
な
っ
た
分
、
年
金
型
保

険
を
厚
く
し
て
、
老
後
に
備
え
て
い
ま
す
」
と

明
る
く
お
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
田
中
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ｙ
さ
ま
は
定
期
的
な
が
ん
検
診
で
早
期
発
見

が
で
き
た
上
、
万
全
な
治
療
を
受
け
ら
れ
て
本

当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
が
ん
治
療
は
医
学
の
進

歩
と
と
も
に
、
進
化
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
医
療
費
も
高
額
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ま
す
ま
す
生
命
保
険
が
重
要
に
な
る
こ
と
を
、

多
く
の
お
客
様
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」
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ゼ
ロ
か
ら
学
ぶ

879

123

第　　 回

　
　専

用
口
座
で
無
駄
遣
い
を
防
ぐ

　

子
ど
も
の
教
育
資
金
は
学
資
保
険
な
ど

で
準
備
す
る
人
が
多
い
け
れ
ど
、
祖
父
な
ど

か
ら
援
助
を
受
け
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
よ
く

聞
く
よ
。

　

お
祖
父
さ
ん
に
と
っ
て
孫
は
可
愛
い
も

の
で
す
か
ら
ね
。

　

そ
う
だ
ね
。
で
、
祖
父
が
孫
の
教
育
費

―
―
大
学
の
授
業
料
な
ど
を
贈
与
し
た
場

合
、贈
与
税
が
非
課
税
に
な
る
特
例
が
あ
る
。

ち
ょ
っ
と
長
い
け
れ
ど
、
正
式
に
は
「
直
系

ABA

尊
属
か
ら
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
を
受
け
た

場
合
の
贈
与
税
の
非
課
税
」
と
い
う
名
称
だ

よ
。

　

直
系
尊
属
と
い
う
と
、
親
や
祖
父
母
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
う
、
親
か
ら
子
へ
の
贈
与
も
対
象
だ

け
ど
、
親
が
子
ど
も
の
授
業
料
を
払
う
の
は

当
た
り
前
な
の
で
、
こ
の
特
例
は
お
も
に
祖

父
母
か
ら
孫
へ
の
贈
与
を
対
象
に
し
て
い
る

と
考
え
て
い
い
。
も
う
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト

は
「
一
括
贈
与
」
と
い
う
点
だ
。

　

一
括
贈
与
…
…
。

BAB

　

か
り
に
親
で
は
な
く
祖
父
母
が
学
費
を

払
っ
た
と
し
て
も
、
学
校
に
毎
年
、
直
接
納

め
る
よ
う
な
場
合
は
そ
も
そ
も
贈
与
税
の
対

象
に
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
学
費
を
超
え
る

金
額
を
孫
に
与
え
て
、
孫
の
手
元
に
残
っ
た

よ
う
な
場
合
は
、
贈
与
税
の
対
象
に
な
る
。

こ
の
特
例
の
趣
旨
は
、
向
こ
う
何
年
間
分
の

教
育
費
を
一
括
し
て
い
ま
贈
与
し
て
も
、
つ

ま
り
手
元
に
残
っ
て
い
て
も
贈
与
税
が
か
か

ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。

　

将
来
の
学
費
を
先
に
ま
と
め
て
贈
与
し

て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
う
い
う
こ
と
だ
ね
。
た
だ
、
贈
与
さ

れ
た
お
金
を
学
費
以
外
に
使
っ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

信
託
銀
行
な
ど
に
「
教
育
資
金
口
座
」
を

開
設
し
て
預
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
な
ん

だ
。
贈
与
を
受
け
た
孫
は
、
必
要
の
つ
ど
、

口
座
か
ら
引
き
出
し
て
学
費
を
払
う
。払
っ

た
学
費
に
つ
い
て
は
、
使
途
が
明
ら
か
に

な
る
よ
う
に
領
収
書
の
提
出
が
必
要
な
ん

だ
。

ABA

75

厳しくなった
教育資金贈与の特例

人
生
の
三
大
資
金
は
、
老
後
、
住
宅
、
教
育
。
先
月
号
で
取
り
上
げ
た
住
宅
資
金
だ
け

人
生
の
三
大
資
金
は
、
老
後
、
住
宅
、
教
育
。
先
月
号
で
取
り
上
げ
た
住
宅
資
金
だ
け

で
な
く
、
教
育
資
金
に
も
贈
与
税
の
特
例
が
あ
り
、
最
大
１
５
０
０
万
円
が
非
課
税
に

で
な
く
、
教
育
資
金
に
も
贈
与
税
の
特
例
が
あ
り
、
最
大
１
５
０
０
万
円
が
非
課
税
に

な
る
。
た
だ
、
相
続
税
対
策
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
資
産
家
優
遇
の
批
判
を

な
る
。
た
だ
、
相
続
税
対
策
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
資
産
家
優
遇
の
批
判
を

受
け
て
、
税
制
改
正
に
よ
り
そ
の
取
扱
い
に
厳
し
さ
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

受
け
て
、
税
制
改
正
に
よ
り
そ
の
取
扱
い
に
厳
し
さ
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
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「
い
ま
は
」
と
い
う
と
昔
は
違
っ
た
？

　

か
つ
て
は
、
残
高
が
あ
っ
て
も
相
続
税

の
対
象
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
。
だ

か
ら
本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
て
相
続
税
対
策

に
こ
の
特
例
を
使
う
人
も
い
て
、
２
０
１
９

年
税
制
改
正
で
取
扱
い
が
厳
し
く
な
っ
た
。

　

残
高
が
相
続
税
の
対
象
に
さ
れ
た
？

　

そ
う
、
た
だ
し
、
２
０
１
９
年
の
改
正

で
は
、
贈
与
か
ら
３
年
以
内
に
贈
与
者
が
死

亡
し
て
相
続
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
限
っ

て
、
残
高
を
相
続
財
産
に
加
算
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
今
年
、
２
０
２
１
年
の

改
正
で
、「
３
年
」
の
制
約
が
外
さ
れ
、
３

年
以
内
の
贈
与
に
限
ら
ず
、
残
高
が
あ
れ
ば

加
算
す
る
取
扱
い
に
変
更
さ
れ
た
。た
だ
し
、

受
贈
者
が
23
歳
未
満
や
23
歳
以
上
で
も
学
生

で
あ
る
場
合
は
―
―
ま
だ
学
費
と
し
て
使
う

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
加
算
の
対
象
か
ら
外

さ
れ
て
い
る
よ
。

　

そ
う
す
る
と
、
い
ま
は
余
っ
て
も
相
続

税
の
対
象
に
な
る
の
で
節
税
に
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

BABAB

　

な
る
ほ
ど
、
無
駄
遣
い
で
き
な
い
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

非
課
税
と
な
る
金
額
は
最
大

１
５
０
０
万
円
で
、
け
っ
こ
う
な
額
だ
か
ら

ね
。使

い
切
ら
ず
に
余
っ
た
ら

　

１
５
０
０
万
円
を
非
課
税
で
贈
与
で
き

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
お
祖
父
さ
ん
に

と
っ
て
は
そ
れ
だ
け
相
続
財
産
を
減
ら
せ
る

か
ら
相
続
対
策
に
も
な
り
ま
す
ね
。
か
り
に

も
し
１
５
０
０
万
円
を
贈
与
し
て
、
そ
れ
を

使
い
切
ら
ず
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
ど

う
な
り
ま
す
か
？

　

残
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
と
し
て
は
い
く
つ

か
考
え
ら
れ
る
け
ど
、
代
表
的
な
の
は
、
贈
与

を
受
け
た
孫
が
30
歳
に
な
っ
た
場
合
だ
。
下
表

に
も
あ
る
よ
う
に
対
象
と
な
る
受
贈
者
は
「
30

歳
未
満
」と
さ
れ
て
い
る
の
で
、30
歳
に
な
る
と

教
育
資
金
口
座
は
終
了
、と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
と
き
に
口
座
に
残
高
が
あ
れ
ば
、
そ
の
年

BABA

―
―
30
歳
に
な
っ
た
年
に
そ
の
残
額
の
贈
与
が

あ
っ
た
も
の
と
し
て
贈
与
税
の
対
象
に
な
る
。

た
だ
し
、
30
歳
に
な
っ
た
と
き
に
学
生
で
あ
る

場
合
な
ど
は
学
生
で
あ
る
限
り
最
大
40
歳
ま
で

延
長
さ
れ
、
終
了
時
点
で
残
高
が
あ
れ
ば
や
は

り
贈
与
税
の
対
象
に
な
る
。

　

余
っ
た
額
に
は
贈
与
税
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
も
し
、
贈
与
し
た
お
祖

父
さ
ん
が
死
亡
し
た
場
合
―
―
そ
の
と
き

に
や
は
り
使
い
残
し
が
あ
っ
た
ら
ど
う
な

り
ま
す
か
？

　

い
ま
は
残
高
が
相
続
税
の
課
税
対
象
に

な
っ
て
い
る
。

BA「直系尊属（親や祖父母）から
教育資金の一括贈与を受けた場合の

非課税」の概要

受贈者の
要件

・贈与者の子、孫、曾孫
・30 歳未満
・合計所得金額が
　1,000 万円以下

非課税金額 1,500 万円まで

期間 2023 年３月 31 日まで
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常
の
株
式
投
資
が
ス
マ
ホ
で
も
で
き
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
ス
マ
ホ
証
券
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

ス
マ
ホ
で
の
取
引
を
前
提
と
し
、
こ
れ
ま
で
株

式
投
資
を
し
た
こ
と
が
な
い
人
で
も
手
軽
に
投

資
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
証
券
の
メ
リ
ッ
ト
は
５
つ
あ
り
ま
す
。

①
少
額
か
ら
投
資
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
多
い

ス
マ
ホ
証
券
で
は
、
１
株
か
ら
取
引
で
き
る

と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
通
常
、
株
式

の
売
買
は
１
０
０
株
単
位
で
す
か
ら
、
株
価
が

５
０
０
円
の
銘
柄
を
買
う
の
に
５
万
円
必
要
で

す
。
し
か
し
１
株
か
ら
取
引
で
き
る
ス
マ
ホ
証

券
な
ら
、
５
０
０
円
で
投
資
が
で
き
る
と
い
う

わ
け
で
す
。

②
手
数
料
が
無
料
、
ま
た
は
安
い

株
式
を
売
買
す
る
と
き
は
、
売
買
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
証
券
の
中
に
は
、
こ
れ

を
無
料
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
安
く
設
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

③
ポ
イ
ン
ト
で
投
資
で
き
る
ス
マ
ホ
証
券
も

た
と
え
ば
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ネ
オ
モ
バ
イ
ル
証
券
で
は

Ｔ
ポ
イ
ン
ト
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
証
券
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ポ
イ
ン
ト
を
投
資
に
利
用
で
き
ま
す
。
い
き
な
り

自
分
の
お
金
を
投
資
す
る
の
は
抵
抗
が
あ
る
と

い
う
方
で
も
、
普
段
の
買
い
物
な
ど
で
た
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
で
の
投
資
な
ら
試
し
や
す
い
で
す
ね
。

④
投
資
初
心
者
で
も
投
資
先
選
び
に
困
ら
な
い

株
価
チ
ャ
ー
ト
や
会
社
の
決
算
書
な
ど
が
読

め
な
く
て
も
投
資
で
き
る
よ
う
、
ス
マ
ホ
証
券

各
社
は
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
表
示
し
て
い
る

た
め
、
投
資
先
選
び
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

⑤
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
取
引
で
き
る

ス
マ
ホ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て

い
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
株
式
の
売
買
が

で
き
ま
す
。
移
動
時
間
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た

隙
間
時
間
も
活
用
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
マ
ホ
証
券
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
前
述
の
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ネ
オ
モ
バ

イ
ル
証
券
で
は
、
株
式
を
１
株
か
ら
自
動
で
積

立
投
資
で
き
ま
す
。ま
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
証
券
で
は
、

不
定
期
な
が
ら
「
株
の
タ
イ
ム
セ
ー
ル
」
を
開

催
し
て
お
り
、
対
象
の
株
式
を
最
大
７
％
オ
フ

で
購
入
で
き
ま
す
。

預
貯
金
で
お
金
が
増
や
し
に
く
い
時
代
で
す
。

ス
マ
ホ
証
券
で
資
産
形
成
を
ス
タ
ー
ト
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お金にまつわるお金にまつわるエトセトラ

思わ
ず伝えたくなる！

少額で気軽に！
スマホ証券で株式投資

第　　　 回124

投
資
初
心
者
に
う
れ
し
い

投
資
初
心
者
に
う
れ
し
い

メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

ス
マ
ホ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
で
株
式
投
資

が
で
き
る「
ス
マ
ホ
証
券
」の
サ
ー
ビ
ス
が
続
々

登
場
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
ス
マ
ホ
で
株
式
投
資
を
す
る

こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
通

20
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 ▶ 福山市 推計人口 46万5,261人
（2021年 4月現在）

福山城は、徳川家康のいとこの水野勝
成が1622年に築城した名城。福山市
では、先人の歩みや大切にしてきた思
いを、あらためて振り返り、福山の歴
史、文化の価値や魅力を高め、市民の
心を一つにする機会として、福山城築
城 400年（2022年 8 月
28日）に向けた記念
事業が開催されている。

レポーター　寺田　幸生（福山協会会長／プルデンシャル生命）

福山協会では公益活動として、一般の方々に告知を行い、
セミナー開催やさまざまなボランティア活動を進行中です。

私たちの協会は会員数が他の県協会と比べると
200人強という比較的小さな協会です。その
小さいというスケールメリットを活かした事業を
企画し、小さいがゆえに大胆にセミナーを展開
しています。2019年には、元広島東洋カープ
の新井貴浩氏をお招きして、1,000人規模の
セミナーを行ったり、瀬戸内寂聴氏の秘書で
ある瀬尾まなほ氏をお招きしセミナーを開催
しました。また、昨年度は北海道ブロックと
共同し、WEBセミナーを積極的に行っています。

協会独自の活動としては、高校生に向けた出張授
業を足掛け 4 年開催しています。福山市内の私
立高校に働きかけ、生命保険をはじめとした金融
に関するテーマを会員自身が講師となり、授業を
行います。
今年度は高校生に向けた出張授業を半年間にわ
たり、月 1 回のペースで行い、合計 6 回の授業で、
生徒たちも金融、経済のことについて学ぶことが
できました。「授業のために新聞に目を通すよう
になった」という積極的な感想を数多く聞くこと
ができ、大変有意義な活動となりました。

コロナ禍ではありますが、公益事業を通じて一人
ひとりが地域に貢献できるような活動を今後も
展開できればと思っています。



愛の

輪を広げよう！輪を広げよう！
ドリーム募金

“１月３１日生命保険の日”全国一斉贈呈式　活動報告
～ JAIFA地方協会一丸となって、社会貢献活動への思いを伝えていこう ～

平成７年よりスタートした「愛のドリーム募金」は、公益法人事業の社会貢献活動の基本柱
として地方協会毎の活動が定着している中、更に「愛のドリーム募金」の拡充と活動の周知を
はかるため、毎年、生命保険の日（1月31日）に併せて「愛のドリーム募金」全国一斉贈呈式を
全国54地方協会にて挙行していく活動を取り入れました。
昨年度は、新型コロナウイルス蔓延により、贈呈式を自粛する地域もございましたが、本年は
各地域の状況を踏まえまして実施しました。皆様に本誌面を通し当日の様子をもって活動報
告とさせていただきます。 
（地域によりましてはコロナ禍の影響により、お写真をお撮りいただけなかった協会もございますので、ランダムに掲載致します。）

全国から喜びの声が届いています !

累計総額　5億6,273万374 円
令和3年度募金現在額は123 万8,046円です （令和3年5月31日現在）

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　金井　敬司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります!

札幌協会

茨城県協会

青森県協会

埼玉県協会

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
第
　
号
59
巻
）
令
和
3
年
　
月
1
日
発
行
（
毎
月
1
回
1
日
発
行
）
昭
和
41
年
5
月
20
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
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集
兼
発
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井 

敬
司

　定
価
三
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　送
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場
合
、購
読
料
は
会
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に
含
ま
れ
ま
す
）
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画
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）
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